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第 ５ 回   熊本県議会  教育警察常任委員会会議記録 

 

平成27年12月11日(金曜日) 

            午前９時58分開議 

            午後11時16分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 平成27年度熊本県一般会計補 

正予算（第５号） 

 議案第23号 指定管理者の指定について 

 議案第27号 専決処分の報告及び承認につ

  いて 

 議案第28号 専決処分の報告及び承認につ

  いて 

 議案第29号 専決処分の報告及び承認につ

  いて 

 報告第５号 専決処分の報告について 

 閉会中の継続審査事件（所管事務調査）に

ついて 

   ――――――――――――――― 

出席委員(８人) 

        委 員 長 内 野 幸 喜 

        副委員長 早 田 順 一 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 荒 木 章 博 

        委  員 溝 口 幸 治 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 末 松 直 洋 

        委  員 髙 島 和 男 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし)  

   ――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 教育委員会 

         教育長 田 崎 龍 一 

教育理事 金 子 徳 政 

総括審議員兼教育指導局長 上 川 幸 俊 

教育総務局長 吉 田 勝 也 

教育政策課長 田 村 真 一 

学校人事課長 國 武 愼一郎 

社会教育課長 河 村 雅 之 

文化課長 手 島 伸 介 

        施設課長 西 川 哲 治 

      高校教育課長 越 猪 浩 樹 

政策監兼高校整備推進室長 手 島 和 生 

義務教育課長 浦 川 健一郎 

特別支援教育課長 栗 原 和 弘 

人権同和教育課長 古 澤 広 義 

体育保健課長 平 田 浩 一 

警察本部 

本部長 後 藤 和 宏 

警務部長 黒 川 浩 一 

生活安全部長 佐 藤 正 泉 

刑事部長 池 部 正 剛 

交通部長 髙 山 広 行 

警備部長 中 島 恵 一 

首席監察官 甲 斐 利 美 

参事官兼警務課長 林   修 一 

参事官兼会計課長 松 岡 範 俊 

理事官兼総務課長 熊 川 誠 吾 

参事官兼生活安全企画課長 春 野 慎 治 

参事官兼刑事企画課長 杉 村 武 治 

参事官兼交通企画課長 岩 本 信 行 

参事官兼警備第一課長 石 原 裕 洋 

理事官兼交通規制課長 木 庭 俊 昭 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 甲 斐   博 

     政務調査課主幹 池 田 清 隆 

――――――――――――――― 

  午前９時58分開議 

〇内野幸喜委員長 ただいまから第５回教育

警察常任委員会を開会いたします。 

 本委員会に付託された議案等を議題とし、
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これについて審査を行います。 

 まず、議案等について教育委員会、警察本

部の順に説明を求めた後、一括して質疑を受

けたいと思います。 

 なお、執行部が説明を行われる際は、効率

よく進めるため、最初に一度立っていただい

た後、説明は着座のまま簡潔にお願いしま

す。 

 それでは、教育長から総括説明を行い、続

いて担当課長から順次説明をお願いします。 

 

○田崎教育長 おはようございます。 

 議案の説明に先立ちまして、今月３日八代

市立学校の教諭が逮捕された事案につきまし

て、委員の皆様方並びに県民の皆様に対しま

して深くおわびを申し上げます。 

 本事案は、当該教諭が小学３年生を車では

ねて、けがを負わせ、救護せずに逃げたもの

であり、呼気から基準値を超えるアルコール

も検出されております。 

 教職員がこのような行為を行ったことは大

変遺憾であり、まことに申しわけなく思って

おります。今後、八代市教育委員会からの報

告を受けまして、厳正な懲戒処分を行う所存

でございます。 

 今後も学校教育の信頼回復を図れるよう、

全力を挙げて不祥事根絶に向けた取り組みを

行ってまいります。 

 次に、先月４日から６日にかけて行われま

した管外視察では、執行部も同行させていた

だき、まことにありがとうございました。現

地で得られました情報を、今後の施策に役立

ててまいります。 

 それでは、今議会に提案しております教育

委員会関係議案の概要につきまして御説明い

たします。座って説明させていただきます。 

 まず、議案第１号平成27年度熊本県一般会

計補正予算（第５号）につきましては、繰越

明許費として、県立高等学校及び特別支援学

校の施設整備並びに台風15号災害復旧につい

て年度内での執行が困難であるため、13億

1,100万円の繰越額を設定するものでござい

ます。 

 また、債務負担行為の設定につきまして

は、県立高等学校及び特別支援学校の各改修

工事について、早期発注により来年度前半の

事業量を確保するための、いわゆるゼロ県債

の設定のほか、県立美術館分館管理運営業務

の指定管理者への委託など、平成28年度当初

から業務を開始する必要がある事業につきま

して、７億8,800万円余の債務負担行為を設

定するものでございます。 

 続きまして条例等議案でございますが、議

案第23号につきましては、県立美術館分館に

係る指定管理者の指定に係るものでございま

す。 

 また、議案第27号から29号までにつきまし

ては、熊本県育英資金貸付金の支払い請求に

係る訴えの提起に係るものでございます。 

 以上が、今議会に提案申し上げております

議案等の概要でございます。 

 詳細につきましては、担当課長からそれぞ

れ御説明申し上げますので、よろしく御審議

いただきますようお願い申し上げます。 

 

○西川施設課長 施設課でございます。着座

の上、御説明させていただきます。 

 説明資料の２ページをお願いします。 

繰越明許費の設定について御説明いたしま

す。 

 まず、高等学校費でございますが、翔陽高

校実習棟解体工事など、県立高等学校施設整

備事業につきまして９億300万円の設定をお

願いしております。 

 次に特別支援学校費でございますが、松橋

西支援学校管理棟改修工事などに１億3,200

万円を、また、教育災害復旧費といたしまし

て、大津高校体育館復旧工事などに２億

7,600万円の設定をお願いしております。 

 以上でございます。御審議のほど、よろし
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くお願いいたします。 

 

○手島文化課長 文化課でございます。着座

にて御説明させていただきます。 

 債務負担行為の設定について御説明いたし

ます。 

 説明資料３ページ上段のほうをお願いいた

します。 

 県立美術館分館管理運営業務について、平

成28年度から平成30年度までの３年間の債務

負担行為の設定を行うものでございます。 

 なお、県立美術館分館は指定管理者制度を

導入しており、平成28年度からの新たな指定

管理者の指定については、改めて後ほど条例

等議案関係で御説明させていただきたいと思

います。 

 次に、県立美術館本館の改修工事について

でございます。 

 平成28年度に美術館本館の空調、電気関係

の取り付け工事等を施工するに当たり、平成

28年４月から空調設備、受変電設備の製作に

着手する必要がございますので、本年度内に

工事契約を締結できるように債務負担行為の

設定を行うものでございます。 

 以上でございます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

○西川施設課長 施設課でございます。 

 説明資料の３ページ、下段をお願いいたし

ます。 

 債務負担行為の設定につきまして御説明い

たします。 

 阿蘇中央高校清峰校舎、八代清流高校、黒

石原支援学校の各改修工事におきまして、早

期発注を図るため、ゼロ県債として債務負担

の設定を行うものでございます。 

 以上でございます。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。着座にて説明させていただきます。 

 説明資料の４ページ、上段をお願いいたし

ます。 

 県立高等学校再編・統合施設整備事業に係

る債務負担行為の設定でございます。 

 これは、球磨地区の再編整備におきまし

て、平成29年４月に現南陵高校校地に開校予

定の新設高校の開校までに必要となる施設改

修工事を完了するため、設計委託費として

427万円を計上しております。 

 以上でございます。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

 

○栗原特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。着座にて説明させていただきま

す。 

 説明資料の４ページ、下段をお願いいたし

ます。 

 ほほえみスクールライフ支援事業に係る債

務負担行為の設定でございます。これは、県

立特別支援学校に配置する看護師を派遣する

医療機関との業務委託で、契約手続におきま

して準備期間に３カ月程度を要するため、12

月補正で債務負担行為の設定を行うもので

す。 

 委託料の限度額として3,605万円を計上し

ております。 

 以上でございます。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

 

○手島文化課長 文化課でございます。着座

にて失礼いたします。 

 説明資料の５ページをお願いいたします。 

 先ほど触れさせていただきました、県立美

術館分館の指定管理者の指定について御説明

いたします。 

 地方自治法の規定により、県議会の議決を

経る必要がございますので提案させていただ

くものでございます。 

 詳細は、６ページの資料にて御説明させて
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いただきます。 

 まず、１､選定の経緯につきましては、平

成27年９月に公募し、申請がございました３

団体につきまして、熊本県公の施設の指定管

理者制度に係る運用指針に従いまして、最下

段の参考欄に書かせていただいております

が、外部委員５名から成る指定管理候補者選

考委員会で審査し、各委員の採点した結果を

合計して、総合点が最も高い団体を指定管理

候補者として選定したところでございます。 

 ２の審査結果等に記載しておりますよう

に、株式会社熊本県弘済会が指定管理者候補

者として選定されております。 

 選定理由でございますが、利用者の増加や

サービス向上のため、具体的かつ実現性の高

い提案がなされていること、安定的な管理運

営のための職員数の充実や人的配置の総人数

が明確に示されていること、美術館本館や県

内美術家団体などと連携の上、施設利用許可

業務を行うなど、こういった提案がなされて

いることが評価されたものでございます。 

 なお、指定管理期間は、平成28年４月１日

から平成31年３月31日までの３年間でござい

ます。 

 以上でございます。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。着座にて失礼します。 

 説明資料の７ページをお願いいたします。 

 第27号議案は、熊本県育英資金の返還金に

関して行った知事の専決処分に関するもので

ございます。 

 ７ページに記載しております、１人の債務

者に対する訴えの提起に係る専決処分につい

て、今議会において報告し承認をお願いする

ものでございます。 

 当課では、育英資金返還金の未収金対策の

一つとして、平成22年度から長期滞納者に対

する法的措置として支払い督促の申し立てを

行っているところでございます。支払い督促

は、県が裁判所に申し立てて、裁判所から債

務者に対し奨学金の一括返還を命じてもらう

ものであり、最終的には債務者の財産に強制

執行することも可能となるものでございま

す。 

 ８ページの２の専決処分の理由の前段にあ

りますように、県が行った支払い督促に対

し、債務者から異議の申し立てがなされまし

た。異議の申し立てがなされた債務者につい

ては、後段にありますように民事訴訟法の規

定により支払い督促の申し立てのときにさか

のぼって訴えの提起があったものとみなさ

れ、訴訟に移行いたします。 

 県が訴えの提起を行うには、本来、地方自

治法の規定により県議会の承認をいただく必

要がございますが、このように法の規定によ

り、債務者からの異議申し立てと同時に訴訟

へ移行する案件につきましては、議会で御審

議いただく時間がないことから、今回の事案

につきまして知事の専決処分といたしまし

た。 

 このため、これを本議会に報告し承認をお

願いするものでございます。 

 続きまして、９ページの第28号議案、11ペ

ージの第29号議案も同様の事案でございま

す。 

 計３人からの債務者の異議申し立てがあ

り、訴訟に移行したもので、本議会において

報告し承認をお願いするものでございます。 

 なお、同様の内容の議案が複数に分かれて

おりますのは、それぞれの訴えの提起の時期

が異なるためでございます。 

 以上でございます。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

 

〇内野幸喜委員長 続きまして、警察本部か

ら説明をお願いします。 

 

○後藤警察本部長 警察本部長の後藤でござ
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います。 

 皆様には、警察行政各般にわたりまして、

深い御理解と御支援を賜っておりますことに

対しまして、改めて御礼を申し上げます。 

 それでは、座って説明をさせていただきま

す。 

 今回、県警察のほうから御提案させていた

だいております２件の議案等につきまして、

概要を御説明申し上げます。 

 まず、第１号議案でございますけれども、

平成27年度熊本県一般会計補正予算について

でございますが、暴力団総合対策に要する経

費など、総額1,957万3,000円を計上しており

ます。 

 このほかに、繰越明許費の設定、債務負担

行為の追加補正もお願いをしております。 

 次に、報告第５号でございますけれども、

専決をさせていただきました４件の交通事故

の和解についての報告でございます。 

 詳細につきましては担当者から説明をさせ

ますので、御審議のほどをよろしくお願い申

し上げます。 

 

○松岡会計課長 会計課でございます。着座

にて説明させていただきます。 

 予算関係議案につきまして、お手元の警察

本部の説明資料に基づいて説明いたします。 

 説明資料の１ページ目をお願いします。 

 第１号議案平成27年度熊本県一般会計補正

予算（第５号）の警察費についてでございま

す。 

 まず、１の暴力団総合対策の推進で、

1,905万円の増額をお願いしております。 

 これは、国内最大の指定暴力団であります

６代目山口組が内部分裂を起こしまして、離

脱した神戸山口組との間で対立抗争事件の発

生が危惧されておりますことから、県民の不

安と迫り来る危険を排除するため、神戸山口

組の暴力団としての早期認定作業と、双方の

組織の取り締まりに必要な資機材を速やかに

整備するものでございます。 

 次に、２の阿蘇中岳噴火に伴う緊急対策

で、52万3,000円の増額をお願いしておりま

す。 

 阿蘇中岳が噴火したことを受けまして、観

光客等の安全の確保、噴火時の避難誘導、救

護活動等に備えるため、非常勤職員を緊急か

つ臨時的に雇用しまして、阿蘇山上警備派出

所において警察官が行います活動の補助に従

事させるものでございます。 

 以上のとおり、増額補正後の平成27年度警

察費歳出予算総額は、380億2,797万5,000円

となります。 

 次に、２ページ目をお願いします。 

 まず、資料上段の繰越明許費についてでご

ざいます。これは、暴力団取り締まりに必要

な資機材整備事業について、1,800万円の設

定をお願いするものでございます。 

 次に、資料下段の債務負担行為補正につい

てでございますが、28年度当初から各種事務

を円滑に行うため、免許事務、更新通知委託

などの警察関係業務総額４億3,323万円の限

度額の設定を行うものでございます。 

 以上、御審議のほど、よろしくお願い申し

上げます。 

 

○甲斐首席監察官 監察課です。着座にて失

礼いたします。 

 監察課から、報告第５号について御説明を

いたします。 

 資料は、３ページから４ページになりま

す。 

 報告第５号専決処分の報告であります。こ

れは、県警察の公用車事故に係る専決処分を

させていただいた４件の損害賠償事案の和解

及び損害賠償額の決定に関し、議会へ御報告

させていただくものであります。 

 それぞれの事故の概要は、３ページ以降に

記載させていただいております。 

 また、４件中、警察側の過失が大きい事故
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は３件で、全て自動車保険で対応しておりま

す。 

 なお、本年11月末における公用車の交通事

故は、有責事故51件が発生しております。う

ち、警察側の過失が大きい事故は39件であ

り、有責事故件数は前年比でマイナス５件と

減尐はしておりますが、その内容を見てみま

すと、安全確認を十分尽くせば防げたと思わ

れる事故が約７割を占めているところであり

ます。 

 なお、参考まで平成26年中の公用車交通事

故について、九州管区内の発生状況を調査し

ましたところ、警察側が第一当事者となった

事故件数を全職員数で割った職員１人当たり

の事故発生率は、九州管区内では本県が最も

尐ない状況であります。 

 ただし、さきに申し上げましたとおり、防

げる事故がまだまだございますので、今後も

引き続き公用車交通事故防止に対する職員の

意識啓発、指導教養及び運転訓練など実効あ

る事故防止対策に取り組んでまいります。 

 以上です。 

 

〇内野幸喜委員長 以上で付託議案に関する

すべての説明が終了しましたので、質疑を受

けたいと思います。 

 なお、質疑を受けた課は、課名を言って座

ったまま説明をお願いします。 

 まず初めに教育委員会に係る質疑を受け、

その後、警察本部に係る質疑に移りたいと思

います。 

 それでは、教育委員会に係る質疑はありま

せんか。 

 

○小杉直委員 ７ページ。育英資金の返還の

裁判のことが３件か４件報告があっておった

ですが、これ金額は幾らぐらい、遅延してい

る金額は。 

 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 １件につきましては、多尐多寡がございま

すけれども、70万円から85万円程度でござい

ます。 

 

○小杉直委員 この件数の中での金額が、70

万から85万ぐらいの間。 

 

○越猪高校教育課長 そういうことでござい

ます。 

 

○小杉直委員 はい、わかりました。 

 

〇内野幸喜委員長 ほか質疑ありませんか。 

 

○荒木章博委員 ４ページの下段ですけれど

も、ほほえみスクールの看護師の配置という

ことで、これは予算、何校で何名の配置なの

か。 

 

○栗原特別支援教育課長 特別支援教育課で

ございます。 

 平成27年度は、特別支援学校７校で看護師

を16人配置をしております。 

 

○荒木章博委員 いや、新年度は何名です

か。それは過去のことでしょう。 

 

○栗原特別支援教育課長 次年度も…… 

 

○荒木章博委員 今度の予算を聞いているん

ですよ。 

 

○栗原特別支援教育課長 はい、失礼しまし

た。 

 28年度の予測でございますが、これから入

学してくるお子さんたちが決まってまいりま

す。 

 そこで、実施校は同じく７校で、想定とし

ましては今年度と同規模の53名から５名程度
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の中で入学してくる予定にしておりますの

で、看護師の数も同数の16人と考えておりま

す。 

 

○荒木章博委員 いや、16人で足りますか、

実際。この見込みは、16人の予算ですか。 

 

○栗原特別支援教育課長 この見込みは、今

年度と同様の16人の見込みでございます。一

人一人のお子さんの状況を把握しまして、各

学校で必要な配置数を県教育委員会のほうで

定めまして、子供さんたちが安心して学べる

ような状況づくりを進めていきたいと考えて

おります。 

 

○荒木章博委員 医師会あたりと、これは江

津の療育センターですか、連携をしてやって

いかなきゃいかぬ。その時々によって人数も

変わってくるもんですからね。この予算で足

りるのかなというようなことで、16名という

ことですので、20名ぐらいまである程度見込

みをして予算化されるべきかなと私は思った

もんだから、ちょっとお尋ねをしたんです

ね。 

 引き続き、３ページに各学校のゼロ県債の

施設課の予算が計上されていますけども、近

年ではゼロ県債を使うということは余り、尐

なかったように教育委員会は思うんですけれ

ども、今回はどういった形で。過去にもゼロ

県債についての取り組みというのはありまし

たか。 

 

○西川施設課長 施設課でございます。 

 今回ゼロ県債、工事３本の設定のお願いを

しておりますが、ゼロ県債は今年度初めて設

定させていただきます。計画的な工事発注と

それから工事の平準化のためには非常に必要

だと思っておりますので、来年度以降も積極

的に検討していきたいと考えております。 

 

○荒木章博委員 学校というのは、休みとか

工事期間とかあると思うんですよね。だから

今まで、なぜゼロ県債を使わなかったかとい

うことで、今積極的に対応するということ

で、前の説明のときも教育長さんにはちょっ

と私は要望しましたけどね、やっぱり積極的

に今後ゼロ県債あたりも取り組んで、やっぱ

りやっていくと、そういう学校の施設整備に

力を入れていくということも、今後も必要だ

と思いますので、ぜひこれを今後も教育委員

会にも取り組んでいただきたいと、かように

思って今意見を申し上げたところでございま

す。 

 以上です。 

 

○髙島和男委員 １点教えていただきたいん

ですが、６ページ、美術館の分館の指定管理

者についてでございます。 

 選定の理由で未活用スペースの利活用策、

具体的で実現性の高い提案があったというこ

とでございますけれども、どういう提案だっ

たのか、もう尐し詳細に教えていただければ

と思います。 

 

○手島文化課長 文化課でございます。 

 委員御質問いただきました未活用スペース

の利用でございますが、実は美術館分館には

彫刻広場というのがございますが、その部分

につきましては貸し出しをしておりません

で、せっかくある空間が活用ができてないよ

うな状況でございます。その部分に対しまし

て、県内の特別支援学校の子どもたちの発表

の場として提供すると。そういうふうな、基

本、美術館分館の場合は有償での貸し出しを

するもんですから、そことの不公平を生じな

いような具体的な提案がなされていたという

ことを評価させていただいたということでご

ざいます。 

 以上でございます。 
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○髙島和男委員 済みません、もう１点は利

用者の増加については、どういうふうな御提

案があったんですか。 

 

○手島文化課長 実は、幸いなことにと申し

ますか、美術館分館につきましては貸し会場

ということで、そこの部分についても100％

基本的に会場として貸し出しができておりま

す。そこに見に来ていただくお客様というこ

とでの観覧者の増ということでございます。 

 基本的には20万を超える観覧者ございます

ので、基本的にそこはうまく回っているのか

なということでございます。 

 

○髙島和男委員 はい、わかりました。 

 

〇内野幸喜委員長 ほか質疑はありません

か。 

  （「委員長、訂正をお願いします」と呼

   ぶ者あり） 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 先ほど小杉委員のほうからお尋ねがござい

ましたけれども、済みません、下限につきま

しては17万、７と１をひっくり返しておりま

した。申しわけございません。17万程度から

80万程度ということで、訂正をさせていただ

きます。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 関連して、大体幾つも理由が

あるでしょうけれども、１つ２つの理由を挙

げていただくならば、延滞というのはどうい

うのが多いんですかな。 

 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 経済的に苦しい方につきましては、こちら

のほうでもいろんな配慮等をいたしておりま

すけれども、払える能力があって払っていた

だけない方につきまして、私ども大変事務手

続等も含めまして苦慮しているところでござ

います。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 はい、結構です。 

 

〇内野幸喜委員長 よろしいですか。 

 ほか質疑ありませんか。 

 なければ、これで教育委員会に係る質疑を

終了したいと思います。 

 引き続き、警察本部に係る質疑に入りたい

と思います。質疑はありませんか。 

 

○前田憲秀委員 １ページでお尋ねをしたい

んですけども、暴力団総合対策の推進という

ことで、取り締まり等資機材の整備に要する

経費1,900万ということで御報告があったん

ですけど、これは何か特殊な資機材があるん

ですか、それとも今の装備をもっと充実する

というそういうニュアンスなんでしょうか。 

 

○松岡会計課長 会計課でございます。 

 この装備につきましては、国内最大の暴力

団の取り締まりもしくは指定に絡みまして、

県警が今まで持ちません機材であります映像

解析装置等の整備をさせていただくものでご

ざいます。 

 

○前田憲秀委員 わかりました。 

 以前も小杉先生からも御質問があったと思

うんですけど、本県において特に心配する事

案とか、そういうのは今のところはないんで

すよね。 

 

○池部刑事部長 御存じのように、国内最大

の暴力団山口組が８月の末に分裂をしまし

て、山口組と神戸山口組ということになりま

した。 

 本県におきましても、これを受けて、山口
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組の直参組織、以下複数の組織があります。

神戸山口組の直参組織、以下複数の組織があ

るわけなんですけれども、全国的にも本県に

おいても直接的にこの分裂をめぐっての対立

抗争事件等の発生はあっておりませんけれど

も、水面下ではそれぞれの組員の切り崩し工

作や、あるいは熊本市の繁華街においての集

団での示威行動あたりも認められるというこ

とで、全国のどこかで抗争事件が発生した場

合、過去の例からしても連鎖的あるいは広域

的に対立抗争に発展することが危惧されると

いう情勢でありますので、現在のところ、そ

ういったことでの情報収集あるいは関係場所

に対する警戒の強化、それから取り締まりの

設定ということで、これまでもそれぞれの暴

力団事務所等に対する捜索、差し押さえある

いは組員の逮捕等を継続して行っているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 県民の安心・安全のため

に、ぜひ頑張っていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

〇内野幸喜委員長 ほか質疑ありませんか。

ありませんか。 

 なければ、これで質疑を終了します。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第１号、第23号及び第27号か

ら第29号までについて一括して採決したいと

思いますが、御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外４件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外４件は、原案のとおり

可決または承認することに決定いたしまし

た。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査とすることを議長に申し出ることと

してよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 それでは、その他で委員の方から何か質問

はありませんか。 

 

○荒木章博委員 今、県立美術館で仏の里の

展示があっていますけれども、もうそろそろ

終わるんですかね。あの入館状況あたりは、

いかがですか。 

 

○手島文化課長 文化課でございます。 

 今、委員からお尋ねいただきました県立美

術館で、日本遺産を記念して開催しました仏

の里展でございますが、10月の14日から11月

の29日ということで、現在終了しておりまし

て、総入館者数は42日間で9,739名でござい

ます。 

 

○荒木章博委員 これは大体これだけの規模

のやつをやって、多いほうなんですかね。 

 実は、29日で終わったということなんです

けどね、ぎりぎりにして新聞でも大きく広告

が出ていたもんですからね。もう尐し何か事

前に大きなアピールあたりはしなくてよかっ

たのかなと思ってですね。 

 

○手島文化課長 文化課でございます。 

 同規模といいますか、こういった尐し地道

なといいますか、地域の文化財を展覧するよ

うな内容の展覧会としては、入館者が多かっ

たのではないかなというふうには考えており
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ます。 

 また、広告というかＰＲにつきましては、

新聞関係で打たせていただいたんでございま

すけれども、例えばでございますが、11月21

日に日本遺産のシンポジウムを開催させてい

ただいた際、そういったところでも積極的に

ＰＲもさせていただいたところでございま

す。 

 

○荒木章博委員 とても私は、すばらしい展

示だというふうに思うんですよね。 

 そういった中で、やっぱり教育委員会が管

轄する高校、中学あたりには、やっぱりそう

いうところも学校を挙げて見学をされたりさ

れたのか、ちょっとお尋ねしたいと思うんで

すけども。 

 

○手島文化課長 委員がおっしゃいますよう

に、学校現場でも積極的に見ていただきたい

ような、すばらしい内容の展覧会だったと思

います。 

 各学校には、美術館のほうから通知のほう

をさせていただきました。委員がおっしゃっ

ていただいたような形、学校挙げてというふ

うな形にまではつながっていなかったのかな

と思います。 

 ただ、逆に今度は地元の方々なんですけど

も、大変、地元の方々の団体で美術館のほう

までお越しいただいたんではないかなという

ふうに思っております。 

 以上です。 

 

○荒木章博委員 9,700人、１万人を超さな

かったというのは、あれだけの予算で、あれ

だけの全国に公認をした事業だったから、も

う尐し、もちろん高校によっては美術専門の

学校があると思うんですよね、そういったと

ころは当然ですけども、もっと何か学校授業

の中でうまく取り入れて、日本遺産の取り組

みということを、特に溝口議員もおられる

し、あれだけのものを、遺産を熊本にこの県

立美術館で展示するということは、オリンピ

ック前の熊本の宝ですよ。だから１万人を超

さないということ、そして、どうしてぎりぎ

りになって広告を打っていくんですか。もっ

と早く、もう終わる１週間か10日前にぼーん

と大きく載せたりですね。それはもう追い込

みでやられたのかもしれぬけれども、何か本

末転倒のような僕は感じをするんですよ。 

 だから、何人ここで見られたか僕知らない

けれども、やっぱあれだけのもの、そして本

ですか、厚い本、あれだけの歴史的な遺産

を、県では丸目蔵人の発祥の地でもあるしで

すね。やっぱり、そういうところをもっと、

県が１万人を今後やっぱり超すようにして、

また細川展が今度また新たに始まりますよ

ね、そういったものも抱き合わせて僕はもっ

とやられるべきだったんじゃないかなと。あ

れだけの歴史遺産を今後も、そういうところ

はちょっと努力をしていただきたいなという

ふうに思っております。 

 

○手島文化課長 文化課でございます。 

 非常にすばらしい内容の展覧会であったの

にもかかわらず、１万人が超せなかったとい

うことで、委員から激励のお言葉をいただい

たというふうに考えております。 

 今後、やはりそういうふうな工夫は必要だ

というふうに考えています。 

 ただ１点、委員申しわけございません。新

聞等の宣伝ＰＲにつきましては、大分前から

何回も出させてはいただいております。その

点だけは、済みません、修正させていただき

たいと思います。 

 

○荒木章博委員 いや、私はわかるんです

よ。新聞、テレビでも放映されたけれども、

やっぱり終わるぎりぎりの時点で出したりし

ているもんだから、もう尐し事前にやっぱり

県民の方に告知すべきではなかったかなとい
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うことをつけ添えただけなんですね。 

 引き続き、あと２点｡ 

 この前、スーパーグローバルの視察に行き

ました。非常に、委員長の配慮であったかと

思うんですけれども、神戸の取り組みあたり

短い時間だったですけれども。 

 これ、高校教育課長はですよ、今後やっぱ

りそういうスーパーグローバルに向けて、も

ちろん済々黌高校も今度見学に行ったりする

んですけどね、何で欠席されたんですか。 

 

○越猪高校教育課長 高校教育課でございま

す。 

 当初、出席の予定でございましたけれど

も、どうしても外せない公務等が入ってまい

りまして、失礼させていただいたところでご

ざいます。 

 その旨につきましては、内野委員長のほう

にも御報告をさせていただいておったところ

でございますが、その研修の機会等につきま

しては、そこで行われました協議等、今後の

スーパーグローバルハイスクールの指定等に

向けて、十分参考にさせていただきたいとい

うふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○荒木章博委員 やっぱり、これ熊本県が取

り組む目玉ですよ、スーパーグローバル人材

のですね、英語教育を含めたですね。 

 これやっぱり、もちろん補佐が来られたか

らそれでよしとすることもあると思うんです

けど、やっぱり公務は幾つもありますけれど

もね、何が公務で大事なのかということをで

すね。県警あたりもその後、岡山県警のＧＩ

Ｓですか、視察に行って全部来られていまし

たよ、担当の方たちも。 

 やっぱり、この行政視察というのは、私た

ちもそら忙しい中に割いて行っているわけで

すから。公務もあるでしょうけども、公務を

何を優先して行くかということを、今後やっ

ぱりきちんとした、やっぱりこの熊本県が掲

げている大事な事業で、それを視察に委員長

初め議員もみんな行くわけですよ、担当課の

人も。 

 だから、やっぱりそういうところは、委員

長に報告されたということですけども、それ

はそれとして、やっぱきちんとした自覚をも

っと持っていただきたいと、私は要望してお

きたいと思います。 

 

〇内野幸喜委員長 私も、荒木議員がおっし

ゃるとおりだと思います。 

 ただ事前に、どうしても、越猪高校教育課

長のほうから、別の公務のほうが入るという

ことで、私のほうでそれをよしということで

させていただきましたので、その点は委員の

皆さん方にも、まあ事後報告となりましたけ

れども、御了承いただければと思います。 

 

○荒木章博委員 委員長から先にそう伝えて

おけば、こういうことはなかったと思うんで

すけれども、やっぱり本人が来られず、補佐

の人が何か紙、ペーパーを持って質問をして

いたから、だからやっぱりきちんとした、

今、何を教育委員会が取り組んでいくのか、

教育長が中心となって今取り組んでおられる

のかということを、私は自覚してほしいと思

うんですよ。県警のほうも、担当の会計課あ

たりも責任者の方たちが出ている。いろんな

室長あたりも来て、いろんな忙しい中にやっ

ぱり現場を見て、いろんな話を聞いていくわ

けですから、そのはまりあたりを、熊本県の

はまりあたりをきちんとしていただきたいと

いうことで、それはまた要望しておきます。 

 もう一つは、県警本部にきのうから、きょ

うの朝から、あれは神奈川県警ですかね、盗

聴があったとか、非常に。 

 

〇内野幸喜委員長 愛知県警。 
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○荒木章博委員 愛知県警ですかね、愛知県

警があったということで。 

 それで企業の営業の秘密というか漏えい対

策ということで、新しく新年度に１月１日付

で、各都道府県に専門官を置くというような

ことで法案が通ったわけですけれども、そう

いった中で熊本県警としてどういう、この法

律の取り組みについて、ちょっとお尋ねした

いと思います。 

 

○佐藤生活安全部長 生活安全部でございま

す。 

 今、委員お話しありましたように、今回、

不正競争防止法の一部に対する法律が改正を

されて、来年の１月１日施行という流れにな

っております。 

 この改正につきましては、御案内のとお

り、昨年、ベネッセコーポレーションにおき

ます顧客情報が大量に流出をしたというのを

受けまして、それを改善するために改正され

たものでございますけれども、その中の一つ

で捜査の強化、それからいわゆる企業等に対

します相談の受理等を含めましての指揮の一

元化というようなことで、指揮官を設定する

というようなことで、本県におきましては生

活環境課の生活環境事犯対策室長、これは警

視でございますけれども、このポストを営業

秘密保護対策官ということで指定をしている

ところでございます。 

 今後は、この対策官を中心に、事案の検挙

はもとより、やはり企業等々から、こういう

事案があった場合、積極的に相談等をやって

いただきませんと、なかなか端緒等がつかめ

ませんので、そういう意味で各企業に対しま

す広報を含めたところで、指導、教養等も含

めて啓発活動も進めていきたいというふうに

考えております。 

 

○荒木章博委員 それはもう生活安全課の中

に専門官を派遣して、そこに取り組むという

こと……。 

 

○佐藤生活安全部長 いや、もう既に生活環

境事犯対策室長というのを、警視ですけれど

も、つけております。いわゆる生活環境事犯

に関します全ての事象に対するポストでござ

いますけれども、この室長を対策官という名

称で運用していくと。新たにつけると、そう

いうところではございません。 

 

○荒木章博委員 わかりました。もう、いい

です。 

 

○髙島和男委員 最近、教職員の先生方の定

数をめぐって、国のほうで、財務省と文科省

ということで対立をしておるわけで、議会と

しても準備が進んでおるわけでございますけ

れども、私は、先生方、数が多いに越したこ

とはないと思うんですね。いろいろとやっぱ

り問題が多方面にわたっておりまして、内容

は私なりにわかっておるつもりでございま

す。 

 しかしながら、その前にいかに先生方の負

担を軽減するかということを同時並行的に進

めなくちゃいかぬのじゃないかと思っており

ます。先生方は時間的な余裕も必要でしょう

し、そして、やっぱり先生方が仕事をしやす

い環境をいかにつくるかということに、より

一層重きを置かにゃいかぬのじゃないかと思

うんですけれども、そこいら今、現状はどう

でしょうか。 

 

○田村教育政策課長 教育政策課でございま

す。 

 教育政策課のほうにおきましては、平成21

年度から、いわゆる教職員の負担感軽減とい

うことでの取り組みを行わせていただいてお

りまして、特に平成25年度からは、いわゆる

学校改革プロジェクトということの取り組み

を行わせていただいております。 



第５回 熊本県議会 教育警察常任委員会会議記録（平成27年12月11日) 

 - 13 - 

 これは、一応モデル校をつくりまして、そ

こで、いわゆる教職員の負担感を軽減するた

めに、例えば会議の削減ですとか、いわゆる

校務の内容見直しをする中で、なるべく子ど

もたちに向き合う時間をふやすということの

取り組みをさせていただいております。モデ

ル校をこれまでに17校指定させていただきま

して、そこでの成果を、今年度は各教育事務

所ごとに中間報告あたりを行いまして、モデ

ル校で得られました検証をそこで発表させて

いただいて、これは全県下の動きに進めるよ

うな形で進めさせていただいております。 

 先生おっしゃいますように教職員が、とに

かく子どもたちに向き合う時間を確保してい

くための動きを各学校にも広げていくため

に、今後もこういったものの成果等を広げて

いきたいというふうに考えておるところでご

ざいます。 

 

○髙島和男委員 モデル校を17校ということ

で、中間報告と。 

 一方で、よく言われるのが報告書の作成で

あるとか調査書を書かにゃいかぬとか、そう

いう作業がとにかく多いんだというような話

もよく耳にするわけですね。そういう中間報

告をするための、また報告書をつくらないと

いうことになれば、何をかいわんやというこ

となんですけども、そこいらは配慮はなされ

ておりますか。 

 

○田村教育政策課長 教育政策課のほうで

は、各学校現場への、例えば知事部局とすれ

ば、教育委員会本体からの照会物とかにつき

ましても、一応御相談をいただくことにして

おりまして、照会する必要性ですとか、ある

いはその照会までの期間のチェックあたりを

させていただいて、なるべく学校現場に負担

がかからないような形の調査のあり方につい

ても、ずっと対応させていただいてはおりま

す。 

 

○髙島和男委員 ぜひ、本当に負担がかから

ないように軽減は引き続きお願いしたいとい

うのと、それに関連してなんですけども、私

も子どもがおりますので、ずっとＰＴＡ活動

に携わってまいりました。先生方と接する機

会というのは、一般の保護者の皆さん方から

すると随分多かった。そしてまた、多くの先

生方が本当に真摯に取り組んでいらっしゃる

のも重々わかっております。 

 その先生方に私どもが言っていたのは、ま

ず先生方の健康管理が一番ですと。それと、

もう一点は、先生方の家庭が大事だと。そこ

がうまくいかぬならば、とても学校で子供た

ちに接することはできぬですよ。 

 12月から、メンタルチェック、ストレスチ

ェックというのが始まったわけでございます

けれども、教育委員会も、そしてまた警察の

職員の皆さん方も、まあほかの部局からする

といろんな意味でストレスがかかる職場だと

思うんですね。そこいらは、それぞれどうい

うふうな健康管理、チェック対応というのを

尐し教えていただければと思います。 

 

○田村教育政策課長 教育委員会におきまし

ては、産業医におきます面談のほうもあわせ

てやっておりますし、特に今年度からは保健

師の方を、非常勤でありますけど、教育政策

課の中に配置しております。 

 あと、先生今おっしゃいましたようなスト

レスチェックですね、こういったものにつき

ましても取り組むべく、来年度に向けた予算

の要求あたりもさせていただいておりまし

て、先生がおっしゃいますように、先生方に

とって健康で送っていただけるような体制に

つきまして、我々も十分これからも考えてい

きたいと考えております。 

 

○黒川警務部長 警察本部でございます。 

 職員の健康管理等につきましては、当然極
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めて重要な事項ということで、力を入れてや

っているところでございます。 

 当然、定期的な健康診断はもちろんでござ

いますけれども、さまざまな相談体制という

ものを各警察署あるいは本部にも厚生課とい

うものがございまして、専門的な知見を持つ

者が相談を受けるという体制を構築しており

ます。 

 また、御家族の関係といいますか、当然そ

この部分を、話しづらいところもあるかもし

れませんので、部内には話せないというこ

と、あるいは心の悩み、こういうものは部内

に話したくないということについては、部外

のお医者様、これは精神科医だけではござい

ませんけれども、部外の専門家にも相談の委

託契約を結んで、部外にも相談できる体制も

つくっております。 

 あるいは御家族の悩みというものも、ファ

ミリーホットラインと称しておりますけれど

も、警察本部の中に御家族の悩みも受け付け

ますよということで、匿名でも構いませんと

いうことで、そういった電話番号も職員用、

職員御家族用に設けるということで、まず把

握して、そしてそれを何かしら組織的な解決

の道筋はないかということをやるべく、まず

広く把握する体制をとっておるというところ

でございます。 

 なお、ストレスチェックにつきましては、

来年度予算、今編成中でございますけれど

も、来年度予算においてしかるべきものを計

上して、よりこの職員の心身の健康を、万全

を期すために予算化をしていきたいというふ

うに考えておるところでございます。 

 

○髙島和男委員 今おっしゃったように、ま

ずは広く聞くということだろうと思います

し、おっしゃるように把握をして、そしてま

た分析をして職場環境の改善につなげるとい

うことが、それぞれ大切なことだと思います

ので、ぜひ引き続き取り組んでいただきたい

と思います。 

 以上です。 

 

○溝口幸治委員 先ほど荒木委員から、日本

遺産に係る美術館の展示のことがありまし

た。貴重な御意見で大変地元としてもありが

たい御指摘だったなというふうに思います。

 また次につながるように頑張っていただき

たいと思いますが、地元の反応といいます

と、やっぱり自分たちが守ってきた観音様や

仏様が県立美術館に飾られるということで、

相当マイクロバスとか、例えば子ども神楽教

室とか、そういう人たちが結構行かれたなと

いうのが私の印象で、私が知る限りは恐らく

近年では一番、人吉・球磨の人たちが身近に

感じたイベントだったんだろうというふうに

思います。 

 うちの小学生の子も、たしかパンフレット

を持って帰ってきたような気がしていたの

で、荒木先生がおっしゃるように学校ごとと

いうのはなかったようですけど、そういう宣

伝は地元に対してはちょっとあったかなと思

っておりまして、本当いろいろなところ、秋

祭りの時期で、旧深田村とか多良木とか行く

と、いや、うちの観音様が飾ってあって、い

つも見るところでは薄汚れとったけど、県立

美術館で見たら光がきれいに当たって、こぎ

ゃんきれいかとは思わんやったとか、非常に

みんな誇りに感じて、いいイベントだったな

というふうに思います。 

 そこで、荒木先生の御指摘にもありました

けど、細川さんとの何か一緒にだとかという

ことも含めて、これ2020年まで日本遺産はず

っと指定をしていくわけですから、今後また

次につながるようなイベントを第２弾、第３

弾をぜひやっていただきたいというふうに思

います。 

 ここにはいらっしゃらないですけど、県立

美術館の皆様方にもくれぐれもお礼を申し上

げたいというふうに思いますので、お伝えい
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ただければというふうに思います。 

 以上です。 

 

○手島文化課長 今回こういった委員会で２

人の委員の先生方から、そういった形で美術

館の取り組みを言っていただきまして、また

日本遺産につきましても同様にそういった形

で、さらに加速化させていかないといけない

なというふうに決意を新たにさせていただい

たところでございます。今後とも頑張ります

ので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 文化問題とごろっと違います

が、せっかくの機会だけん、テロ対策につい

て警備部長にちょっとお尋ねしますけれど

も、パリの同時テロのあった後も、アメリ

カ、イギリス、その他の諸国でテロが発生し

て、日本も世論調査すると78％か９％が不安

を持っているという結果が出ておるわけです

な。 

 先般、本議会で内野委員長がテロ対策につ

いて質問して、本部長の答弁はもちろんあっ

ておりますけれども、熊本県警としては、テ

ロに対する訓練とか対応策は、具体的にはど

ういう取り組みをされておりますかね。 

 

○中島警備部長 警備部でございます。 

 今、小杉先生の御質問のとおり、先般一般

質問で本部長がお答えした内容と若干重複す

るかもしれませんけれども、県警では現在、

テロ関連情報の収集を初め、重要施設の重点

警戒、それから関係機関と連携しましたテロ

リストや銃器、爆発物に対する水際対策とい

うものを強化しております。 

 また、万一テロが発生した場合に備えまし

て、機動隊に設置しております銃器対策部

隊、この銃器対策部隊の実践的訓練というの

を反復実施して、事案対処能力というものの

向上を図っております。 

 また、こういった警察部内の対策は当然で

ございますけれども、やはり官民一体となっ

たテロ対策というのが必要と考えておりま

す。公共交通機関それからいろんな電気とか

ガスとか、そういったライフラインの事業所

の方、それから先般のテロでもターゲットと

なった、いわゆる大規模集客施設の管理者と

の緊密な連携等を通じまして、具体的には防

犯カメラの増設を依頼したり、自主警備強化

を要請したりするなど進めております。 

 また、爆発物の原料となり得ます化学物質

の取り扱い業者、ホームセンターであったり

薬局であったり、そういったところの事業者

に対して、不審購入者の通報依頼というのを

行っております。 

 今後も、テロの未然防止に向けた対策の重

要性について、やはり県民の皆様にわかりや

すい情報の提供、御理解、御協力をいただき

ながらテロ対策を進めていきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 私はとうとう見とらんとです

が、ほかの人から聞いたのでは、数日前に新

幹線の中に爆発物を想定した訓練をされてお

ったというが、あれは警備部ですかな。 

 

○中島警備部長 はい、そうです。 

 

○小杉直委員 あれは、どういう中身だった

ですか。 

 

○中島警備部長 今週の火曜日だったと思い

ますが、富合町にございます総合車両所、こ

こを使いまして、実際の新幹線の車両に爆発

物が置かれたという想定のもとに、機動隊そ

れから二課が中心になりまして、実際の防爆

服を着用して車内に入って不審物を回収して

搬出するという訓練をいたしました。 

 実際の車両を使ったということで、まさに
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狭い中で安全にかつ迅速に回収するというこ

との困難性、またさらに訓練の練度を上げて

いく必要があるなというのは痛感していま

す。教訓になった次第です。 

 想定では、デッキ部分、やや広いスペース

のところでしましたけど、その後、検証とし

ましては座席の下であったりトイレであった

り洗面所であったり、そういった部分につい

ても実際に回収訓練、検証等をやったところ

です。 

 今後もいろんな場面を想定した実践的な訓

練というのをしていきたいと考えておりま

す。 

 

○小杉直委員 最後ですが、見る場合と見な

い場合がありますが、テレビのニュースあた

りで、警視庁を含めて全国的に、来年のサミ

ットもあるもんですから、テロ対策訓練をや

ってますね。熊本県警もそうやって、やって

おられると思いますので、大いにひとつメデ

ィアを活用して、県民の皆さんに周知といい

ますか宣伝していただくと、県民のほうも心

強さをしっかり思いますし、それからまたテ

ロに対する協力的な県民の意識にもなります

ので、大いにひとつそういうことをやってく

ださい。 

 きのう、たまたま尐しそっちの専門家の方

から東京から電話がありましてね、熊本は天

草があるから、水際作戦等を含めて大変です

なとか、それから御承知のとおりソフトター

ゲットのテロだもんですけんね、そういうこ

とでもう４年後と言ってましたが、あと一月

しますと３年後に世界ハンドボールとか、あ

るいは世界ラグビーがあって、次がもうオリ

ンピックというような、身近にいろいろ国際

的な行事が迫っておりますので、今後ともし

っかり取り組んで頑張っていただきたいと思

っております。 

 結びに、この間39年ぶりに全日本１位にな

った剣道が、県警の西村５段ということでご

ざいますので、お祝い申し上げて終わりま

す。 

 

〇内野幸喜委員長 ほか質疑ありませんか。

  （「関連して」と呼ぶ者あり） 

 はい、荒木委員。 

 

○荒木章博委員 今、小杉委員から世界ハン

ドボール、ラグビー含めて、オリンピックキ

ャンプ地誘致。この前五郎丸選手が来たとき

１万8,000人という、警備上いろいろ取り組

むのに商工観光労働部にも県のサッカー協会

に商工観光労働部長、局長、課長にも行きま

して、サッカー協会が実際運営してますの

で、大きい大会を。ラグビー協会は余り大き

い大会は運営してませんので、そこのノウハ

ウを借りたらいいですよということで、20日

前に私申し入れをして、サッカー協会やラグ

ビー協会、総力挙げて安全対策あたりも、ま

あうまく私はいったんじゃないかなと思って

いるんですよね。 

 この前、県執行部と議会と、イギリスで開

催されたワールドカップ、内野委員長も行か

れたんですかね。 

 

〇溝口幸治委員 一応、私が行きました。 

 

○荒木章博委員 行ったんですか。昨日も国

際スポーツのときちょっと申し述べましたけ

れども、県警のほうはどなたも行かれてなか

ったということだもんですから、やっぱりあ

あいう大きい大会、警備上の問題で、現地が

見せなかったから行けなかったというような

ことを、こっちの知事部局の方が言ったんで

すけれども、やっぱり、あれだけの規模の大

会の開催があるときは、本部長には、警務部

長さんも派遣をしていただきたいと思うんで

すね。 

 現地を見ることというのは、やっぱり大切

だなと思うんですよね。だけん私も、ワール
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ドカップを熊本で誘致しようということで前

話したことあったんですけども、川淵、釜

本、ちょっと私友人だったもんですからね。

まあそういったことで一生懸命、こういうあ

たりも現地を見てやっぱり対策をとってい

く、警備部のほうでとっていかれるようなこ

とも予算化されるべきだなと思っておりま

す。 

 それと、今、小杉委員も言われてました西

村英久選手も優勝して、彼が不思議なもん

で、イギリスに、高校１年生のときに一緒に

行って、イギリスのナショナルチームに勝っ

たんですよね、彼は。それから監督が目をつ

けて、これは将来大きく育つなということ

で、熊本県警に通ったんですけど、これはも

うけたなというふうに思うんですけど、そう

いった意味でも大きく、前回も委員会で申し

たかと思うんですけど、世界に羽ばたける予

算あたりも、また県警でも警備の予算あたり

も、世界のいろんな大きい大会でも、現地を

踏んで視察をしていただけるように、今後も

お願いをしたいというふうに要望して、終わ

ります。 

 以上です。 

 

○前田憲秀委員 飲酒運転について、ちょっ

と私もきょうは提案をしたいと思うんですけ

ども、前回に引き続き教育長から、おわびと

いう形で委員会がスタートいたしました。全

力を挙げて不祥事根絶に向けた取り組みを行

ってまいりますと。前回もそうだったと思う

んですけど、不祥事根絶には至ってないと、

もうほとんどの人が全然そういう問題はない

んでしょうけど、一かけらの人が、今回は児

童にけがを負わせるという、本当に私として

も教育警察常任委員の一人として全く遺憾で

ありまして。 

 前回、学校人事課長さんにもちょっと御提

案をしたんですけども、今アルコールの使用

習慣スクリーニングテストというオーディッ

トいう仕組みがあります。いわゆる、どれぐ

らいお酒を飲みますかというテストをして、

その点数に応じて、その後ブリーフ・インタ

ーベーションといって、減酒支援、お酒を減

らす支援、いわゆるカウンセリングの一種と

聞いているんですけど、そういったのも検討

してみてはいかがかなと思うんですけど、課

長さんいかがでしょうか。 

 

○國武学校人事課長 今回、再び飲酒運転が

起こりました。絶対に許されない行為である

ということを繰り返し、教育委員会として指

導してきた中で、本当に担当課長として残念

に思っております。 

 今、委員から御指摘がございましたオーデ

ィットにつきましては、実は校内の研修の中

の取り組みとしまして、オーディットではご

ざいませんけれども、新久里浜式のアルコー

ル依存症スクリーニングテストというものを

実は実施いたしておりまして、これまでもみ

ずからのアルコールの依存度を知り、飲酒を

自己管理するという取り組みを行ってきたと

ころでございます。しかしながら、あくまで

も自己チェックというところにとどまってお

りましたので、今回、委員の御指摘を受けま

して、スクリーニングによりましてアルコー

ル依存度が疑われる教職員に対して、健診と

治療費の費用の問題は残りますけども、飲酒

運転根絶に向けまして専門機関での受診と治

療につなげられないか、研究してまいりたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 この減酒支援は何年か前に

も県警本部にも御提案をさせていただいたこ

とがあると思うんですけども、例えば今回も

朝から基準値以上のアルコールということ

で、その人が常習だったのかどうかはわかり

ませんけど、昼間から、朝から例えばお酒を

ぷんぷんにおわせて来るような同僚がいるん
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であれば、周りもやっぱり気づくべきかなと

思うんですよね。そういうときに、今言った

スクリーニングにしろオーディットにしろ、

何かこう未然に防ぐ手だてがないのかという

のは、やっぱり常日ごろ研究をしていただき

たいなと思ってますんで、そのことだけをし

っかり要望させていただきます。 

 

○末松直洋委員 小学校の部活動が社会体育

に４年後にはなされるということですけど、

現時点での問題点とか現場の声とか、どんな

ところがありますか。 

 

○平田体育保健課長 体育保健課でございま

す。 

 ４年間で移行という方針を出させていただ

きまして、今年度は市町村の訪問を行いまし

たり、各市町村の担当者の研修会を２回開催

させていただきました。今年度もう１回研修

会を開催するところでございます。 

 現在、この運動部活動の社会体育移行につ

きましては、各地域の実態が違うもんですか

ら、それぞれの実態に応じた移行をお願いし

ますということで、各市町村におきましては

検討委員会あるいはまた準備委員会、そうい

ったものの立ち上げがあっているところでご

ざいます。 

 やっぱり課題といたしましては、それぞれ

の実態が違うということ、また同じ市町村の

中でも学校の規模が違うといったこと、それ

から指導者の確保が課題であるといったこ

と、そういったことが寄せられているところ

でございます。 

 

○末松直洋委員 現場では、非常に不安に思

っている方もたくさんおられます。ぜひ皆さ

んの御意見を聞いて、一人でも子供たちがぶ

らぶらすることがないように、ぜひ今後とも

指導をよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○早田順一副委員長 西川施設課長にお尋ね

しますけども、熊本県立熊本工業高等学校の

実習棟の改築の基本構想というのが示されて

いると思いますが、簡単でいいですので、ど

ういった内容かというのを御説明ください。 

 

○西川施設課長 施設課でございます。 

 熊本工業の実習棟の改築でございますが、

11月末に基本構想の策定が終わったところで

ございます。 

 ９科13棟の実習棟を集約しまして、３階か

ら４階建ての４棟に集約するというような、

概略的にはそういった内容でございます。 

 

○早田順一副委員長 中層３階から４階とい

うことで、もう御承知かと思いますが、低層

ですね、３階建て以下の建物については基本

木造化ということになっておりますが、その

点はどうでしょうか。 

 

○西川施設課長 基本構想におきましては、

鉄筋コンクリートづくりの３、４階というふ

うに、現時点では想定しております。 

 委員からお話がございましたが、ことしの

６月に建築基準法が改正されまして、学校施

設についても３階建てが木造が可能というふ

うになっております。 

 しかしながら、この場合には建築許可が必

要になりまして、特別な仕様付加の基準が設

けられております。具体的には、１時間準耐

火構造といいまして、火事が発生して生徒さ

んたちが逃げる時間を確保するために、主要

な柱とかはりとか壁とか、そういったものを

防火材で覆うという上乗せの対応が必要にな

ります。 

 そういったことで、コスト増が一つの課題

となりますし、さらに熊本工業は実習棟の改

築でございますので、騒音が発生する機器と

か、それとか溶接とか耐火性、そういったも
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のに配慮する、そういった必要があることか

ら、現時点では３階建ての計画の実習棟につ

いても木造化というのはちょっと課題が多い

のかなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○早田順一副委員長 11月の25日に熊本県公

共施設公共工事木材利用推進本部会議という

のが、これは蒲島知事が本部長で会議があっ

ておりますけども、教育委員会からも出席さ

れているというふうに思います。 

 その中で、蒲島知事も、なぜ木造化にでき

ないのか、３階建て以下ですね。熊本県は90

％以上今超えています。前は低かったんです

けども、やっぱりいろんな課の取り組み、皆

さん方の取り組みで木造化になっています。 

 問題点は市町村。市町村が50％ぐらいにと

まっているんですよね。なぜとまっているの

かというと、さっきおっしゃった防火の問題

とか音の問題とかいろいろあるかと思いま

す。しかし、そこをクリアしていかないと、

市町村もやっぱり木造化にはしていかないと

思うんですよね、今まで頭打ちになって、50

％で。これから伸ばしていくためには、やは

り今回の建物をいかにその３階建てを木造化

にするかをクリアをしなければ、市町村も恐

らく、県はなんじゃ、いろいろ理由づけてし

ないじゃないか、なら、我々市町村もここま

でせんちゃいいかなというような私は考えに

なるんだろうというふうに思っております。 

 今、技術も結構進んでいます。耐火という

か木材をある程度大きくはしなければいけま

せんけども、燃え代を太くするとか、防音も

今技術でどうにでもなると思います。 

 一番の問題は、言われたようにコスト高だ

と思います。でも、そのコストの面は一回計

算というか、されたんですか。 

 

○西川施設課長 基本構想の策定の段階で

は、３階建ての木造化のコスト、そういった

ものはやっておりません。 

 ちょっと古い資料になって申しわけないん

ですが、林野庁が鉄筋コンクリートづくり

と、それと木造の場合のコスト比較をやって

いる資料がございます。平成15年度ぐらいの

資料でちょっと古いんですが、申しわけござ

いません。それを見ますと大体、延べ面積の

600平米ぐらいから、鉄筋コンクリートづく

りよりも木造のほうが高いというようなデー

タがありまして、さらに今回は防火対策の上

乗せが必要になると。試算はしておりません

が、そういったコスト増があるのかなと想定

いたしております。 

 

○早田順一副委員長 出されてないなら、一

回試算をしてみてください。で、鉄筋コンク

リートと木造でどれぐらい差が出るのか。や

っぱ、それをしてみないとわからないと思い

ます。昔のデータもありますけど、今技術も

進んでいますから一回それをぜひやってくだ

さい。今、世の中の流れは、世界の流れはも

う木造化になってきているんですよ。なぜか

というと、二酸化炭素の問題ですね、ＣＯ₂

削減、この問題で、やはり木を使ってやる、

ちょっといろいろ説明すると長くなりますの

で、木を使ってやる、そういう流れになって

ます。 

 この東京オリンピック・パラリンピックも

ありますけども、国立競技場の屋根も木造で

やろうかというふうな流れも出てきている、

話も出てきているぐらいですから、ぜひ世界

にアピールできるような木造施設を、熊本工

業高校の中につくって、ここ建築科とかあり

ますよね、インテリア科とか、やっぱり子供

たちのためにもなると思うんですよ。今から

と将来の子供たちのためにもなると思うん

で、ぜひ検討をしていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

○小杉直委員 まさか、ここで副委員長から
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そういう発言が出るということは予想してお

らぬだったわけですが、私は木造がいいとか

非木造がいいという考えは一切ありませんけ

れども、やっぱり熊工の実習棟の特殊性とい

うのがありますから、担当課のほうで研究を

されながら、副委員長の意見も尊重しなが

ら、やっぱりきちんとした使い方ができるよ

うな建て方で今後とも前向きに考えていただ

きたいというふうに、私はよく知っておりま

すので、そういう立場からも発言をさせてい

ただいておきます。 

 以上です。 

 

〇内野幸喜委員長 ほか質問はありません

か。 

 

〇溝口幸治委員 済みません、私のほうから

意見書提出について提案がありますので、ま

ず意見書の案を配らせていただいてよろしい

ですか。 

  （意見書案配付） 

〇溝口幸治委員 それでは、ことしの７月に

小中学校の教職員定数の適正配置及び改善を

求める意見書というのを提出させていただい

ております。そのときの背景は、６月に財政

制度審議会で義務教育教職員定数について、

平成36年度までに教員約４万2,000人の削減

が可能であり、定数合理化計画の策定を検討

すべきとの建議がなされたわけですね。 

 それで、本県でもさまざま議論ありますけ

ど、いじめだとか不登校それから発達障害そ

れから貧困による学力の問題とかいろいろあ

って、学校の先生方は大変多忙で、なかなか

教員を一方的に減らすという議論にはなって

ないというふうに思います。 

 そこで、前回こういう意見書を出したわけ

ですが、国の今の議論を見ていても、まだま

だそのトーンから下がってませんし、全国議

長会の中でも、今回今お配りしたような内容

で要望もされておりますので、もう一度県議

会として委員の先生方に御議論いただいて、

今回は学校教育の充実に向けた小中学校教職

員定数の改善を求める意見書ということで、

記の３つにありますとおり、中長期にわたり

小中学校教職員が計画的に配置できるよう、

新たな教職員定数改善計画を策定すること。

 ２番目に、子どもたちが主体的、協働的に

学ぶ課題解決型授業、いわゆるアクティブ・

ラーニングの充実に向けて、地域の拠点とな

る学校に対する加配定数の充実とともに、義

務標準法の改正による基礎定数の改善を行う

こと。 

 それから３番目に、尐人数指導による加配

である指導方法工夫改善加配のほか、特別支

援教育の充実や複式学級を有する学校への支

援のための加配定数を充実することというこ

とで、再三ここでも議論してきた内容を盛り

込んでおりますので、こういった内容で意見

書を提出させていたいというふうに思いま

す。 

  （「賛成」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 それでは、この意見書に

ついて何か質疑はありませんか。 

  （「賛成」「ありません」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 それでは、委員会から議

長に、この意見書案の提出をしたいと思いま

すが、御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 御異議なしと認め、この

意見書案により議長宛て提出することに決定

しました。 

 それでは、ほかに何かありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇内野幸喜委員長 なければ、以上で本日の

議題は全て終了いたしました。 

 最後に、要望書が１件提出されておりま

す。参考として、お手元に写しを配付してお

ります。 

 それでは、これをもちまして、第５回教育

警察常任委員会を閉会します。 
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